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－愛は勝つ－

2005年に，「事故・事件・アウトドア編」，2006年に「小児・高齢者・女性編」

として，よく遭遇する典型的な救急疾患に対して，ベテラン（古狸医）が行う診

療の流れを記載した本を出版した（「シミュレーションで学ぶ救急対応マニュアル

１，２」．羊土社）．その序文に，対極として全く逆の状況（信じられない「非典

型例」）もあることを念頭におかねばならないことを述べたが，今回は，それらの

「まさか！」の症例集である．

古狸医は，心電図，血液検査正常の心筋梗塞，walk inの大動脈解離，頭痛のな

いSAH，歩行可能な大腿骨骨折，ピンピンしている肺動脈塞栓症，腹痛のない腸

間膜動脈塞栓，のあることを経験として知っている．そして，非典型例は経験が

増えれば増えるほどファイルされる．若手（チビ医者）にとっては“愛は勝つ”

ものだが，古狸は愛は（稀に？ ときに？ しばしば？）滅びることを知っている．

今回は，それらのなかで「古狸」でさえ冷や汗を流したような世界記録的な「ま

さか！」の症例集である．恐怖の本とも言える本である．

また，臨床医学の進歩の方策の１つとして，経験の積み重ねから導かれる知見

がある．個人の１つの珍しい経験症例，ビックリした体験から医学の進歩ははじ

まる．初めて腸腰筋膿瘍による敗血症をみた人，気腫性腎盂腎炎をみた人，降下

型縦隔炎をみた人，横紋筋融解症をみた人，電撃性紫斑病をみた人は，「？？？？」

でしかなかったが，それらが集積されてくると「フンフン」から「ホッホー」に

なる．そして最後に，「コレコレ」として知見として周知される．

本書により，「医学の世界にはありえないことなぞない」，「どんなことでも起こ

りうるのが救急の世界だ」，ということを学んでもらいたい．

体裁は，最終診断であった疾患群別に分け，脳，中枢神経，呼吸器，循環器，

消化器，外傷，中毒から，その他敗血症，電解質異常，内分泌まで，タイトルの，

「まさか・・・」，「・・・とは！」，「・・・だった！」，「惑わされるな」などから

はじまり，事例紹介，経過，対応医の思考，予期診断，危機を回避した経過，最

終診断までの，臨床の流れと，疾患の概説，参考文献までを記載した．

本書が，若手医師から中堅医師まで，すべての方の今後の救急医療の施行に寄

与できることを確信している．ひとりでも多くの方に知見を得て頂きたいのが私

の願いであり，それが全てある．
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